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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（中標津町全町内会連合会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 

生活課 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建設課 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

１．合葬墓について、以前合葬墓が出来ると町より説明がありま

したが、その後はそのままになっています、今後の予定等を教え

ていただきたい。 

 
(回答) 
 合葬墓につきましては、現在、調査設計を進めている状況です。 
本年度、中標津墓地内の建設予定地における地質調査を実施しま

したので、調査データを参考に詳細設計を行い、令和５年度に建

設する予定で進めています。 
 ある程度の情報が整理されましたら、広報誌にて情報提供した

いと考えています。 

 
 
２．旧西児童館跡地について、旧西児童館の建っている土地は売

払う計画だと噂で聞きます。そのためなのか公園に生えていた桜

が切り倒されました。何人かの町民から毎年桜が咲くのを楽しみ

にしていたのにと聞かされております。経緯、今後の予定につい

て町民に説明していただければと思います。 

 
(回答) 
 西児童館は令和２年１０月に移転となり、用途未定となった土

地と建物は現在、普通財産（一部町内会に貸付中）として管理し

ています。 
 土地の外周にありました桜を含む樹木を伐採した経緯ですが、

枝が繁茂し敷地堺のフェンスを超え歩道や車道までせり出し、歩

行者や車両の通行に支障をきたす状況となっていたため、交通安

全上と将来の維持管理を考慮し伐採することといたしましたので

ご理解願いたいと思います。（令和３年１２月） 
 また、今後の土地利活用の予定につきましては、現在、町で「中

標津町未利用財産利活用基本方針」に基づいて検討している最中

であり利活用の方針はまだ決まっておりません。予定段階での公



2 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総務課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表は公平性や透明性に支障をきたす可能性や、予定の変更等によ

り問題や混乱が発生する可能性もあり、町として公表は慎重に取

り扱う必要があると考えておりますのでご理解願います。 
なお、利活用方針が決まり売払い等を行う際には、新聞や広報

等により事前公表するとともに、公平性や透明性を確保するため、

入札等により利活用を進めて参りますのでご理解願います。 

 
 
３．デジタル化推進について、現在町や学校からのお知らせにつ

いては、ほとんどが郵便となっています。今の郵便局はどうなっ

てしまったのか郵便物はかなり遅れて届きます。また、各所から

来る文書の量も多く、用紙代、コピー料金、郵便料金の町の負担

も多いものと思います。是非、町の早急なデジタル化を望みます。 
（当面はアナログとデジタルを上手に使い訳出来ないものでしょ

うか） 

 
(回答) 
当町におきましても、現在、デジタル技術を活用した住民サー

ビス向上と業務の効率化を図るため、調査研究を進めているとこ

ろです。 
具体的には、各種手続き等のデジタル化により住民の利便性を

高め、併せて職員の負担軽減を図るという両面において効率化を

目指すものですが、そのためには、町がデジタル化を推進するだ

けではなく、町民をはじめ各種団体等においてもデジタル化が進

んでいる必要があります。 
 ご意見のありました全町連や町内会あての文書につきまして

は、発送元の町や学校等から、郵送ではなく電子メールで送信し

た場合、回覧板が紙ベースの現状においては、受信した側で印刷

が必要になるなど、結局、どこかに負担が生じることになります。 
また、仮に一部の町内会が電子メールを希望したとしても、それ

以外の町内会が紙ベースでの郵送を望まれた場合、発送元の作業

は増加することになり、デジタル化推進の趣旨から外れることに

もなります。 
町においてもデジタル化の研究を進めてまいりますが、全町連

をはじめ単位町内会におかれましても、デジタル化推進について

ご検討いただき、双方の環境が整った際には、効果的な活用につ
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いて協議させていただければと思いますので、よろしくお願いい

たします。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（泉中央町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．町内会館前の道路縁石切り下げ要望について、泉中央団地集

会室を町内会で使用していますが、車両の乗り入れ禁止のため徒

歩で行くしかありません。また、大きな荷物の搬送も困難となり

ます。搬送・送迎のための道路縁石の切り下げ工事を切望いたし

ます。 

 
(回答) 
 歩車道境界に設置する縁石は、車両が進行方向を誤って歩道へ

逸脱することを防止する、雨水が歩道や住区内に侵入することを

防ぐ、視覚障がい者などが歩道と車道を識別しやすくなるなど、

道路管理上・安全上の観点で設置されていますので、歩車道境界

縁石の切り下げ工事の実施につきましては、道路法の規定及び町

の基準に従い、個人（又は法人）の申請・負担により必要最小限

の幅で工事を行っていただくこととなっており、過去の事例にお

いても同様の取扱いとしてきております。 
 ご要望のありました箇所につきましては、集会室の所有者であ

る北海道又は使用している町内会において工事を行っていただく

こととなりますので、ご理解願います。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（西泉町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
昨年の回答で、町内会は、あくまでもその地域に暮らす住民が

自主的に運営する任意団体であり、会員拡大はその団体の課題で

ある。会員を拡大しなければならないのか、その必要は無いのか

を判断するのは町内会であり、町は（全町内会連合会と連携し）

その活動を支援するものだとのことでした。町内会の役割や必要

性を町民に対して町が発信することはしないと理解しました。 
町内会の加入率は４０％に満たない状況にあります。この４

０％に満たない町民に、「まちづくりに関する意見・地域の課題書」

の提出を求めて「町民と行政が地域の課題を共有し同じ問題意識

のもと、まちづくりを進めていく」ことができるとの認識でしょ

うか。残る６０％超の町民が抱える課題をどのように拾って共有

し、どうやって同じ問題意識を持つ考えなのでしょうか。町内会

をもって町民の意見、地域の課題を拾う方法は、すでに破綻して

いるのに、町内会に負担だけを強いていないでしょうか。 
町議会令和３年９月定例会の一般質問では「しっかり意識して

進める」と答弁がありました。今回、この町内会での取り纏めと

は別に、町内会に加入しない６０％超の町民に対する施策がある

のであれば、町内会での取り纏めを止めて、すべてをそちらの方

法で実施していただきたいものです。 

 
2.町民主体のまちづくり 
 今般の意見取りまとめにはインターネットによる提出が可能に

なりました。しかしあくまでも町内会で取りまとめて提出するこ

とに変わりはないようです。これを全町民に開放して、締切を持

たず（取り纏め、公表は時期で切ればよい）に意見を拾って公開

していったらどうでしょうか。 
 町民が主体です！ということを浸透させるためにも、「はい！意

見ある人がいたら、今日から９月２０日までに町内会長に言って

くださ～い」ではなくて、いつでも、どこでも「町民が直接物申
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政策推進課 
・ 

生活課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す」ことでどうなのでしょうか。 

 
※年中受け付けるより募集期間は設けた方が、周知されるだろう

から良いとはおもいますが。 

 
（回答） 
１・２について 
 人口減少・少子高齢化をはじめとした社会情勢の変化は様々な

課題を生みだしており、この多様化複雑化する課題へ対応してい

くため、昨年スタートした第 7 期中標津町総合計画では、基本目

標のひとつとして、協働のまちづくりの推進を掲げております。 
協働のまちづくりを進めるうえで、町民自らの参加や、地域コ

ミュニティ組織である町内会との連携は不可欠であり、町民が主

体の自治の実現を図ることを目的とする中標津町自治基本条例に

おいても、行政の役割、町民の役割とともに、町内会は町民全体

の自治の実現に向けて重要な役割を担っていただくこととなって

おり、各町内会の加入率の低下は町としても協働のまちづくりを

進める中で、重要な課題のひとつであると認識しております。 
現在、町民と行政が地域の課題を共有し、協働のまちづくりを

進めるための取組みとして、町民と直接話し合う場として開催し

ております「まちづくりを考える懇談会」をはじめ、町民アンケ

ートの実施や、まちづくり提言箱の設置、そして地域を支える組

織である町内会にご協力をいただき、まちづくりに関する意見や

地域の課題をお聞かせいただいております。 
今後さらなる町民と行政、町内会と行政が対話、連携し互いに

支えあう協働まちづくりの実現を図るため、ご提案いただきまし

た現在の対話の在り方やインターネットの活用も含め、町民との

対話による地域社会の課題解決につながる手段を検討してまいり

ます。 

 
 
3.町内会加入率の低下について 
「地域コミュニティーの醸成や、地震など災害時における自助・

共助・公助に大きく影響するものであり、安全・安心なまちづく

りにおいて、それぞれの役割が重要と考えている」のであれば、

町内会加入率の低下はまちづくりの大きな問題であり、加入率向
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生活課 

 

上はまちづくりの重要な課題なのではないのでしょうか。もしも、

町内会が無くなると町民（町）に不利益となるならば、町はもう

一歩踏み込み、課題解決にイニシアチブを取らなければならいと

思います。 
しかし、例えば町内会が活動を休止したら、その地域の町民に

不利益はありますか？ 
「町民主体のまちづくり」を実現するためには町内会は必要なの

でしょうか？ 
存在するだけで人を疲弊させる組織もあります。不要であれば

無くすことで加入者と未加入者の軋轢もなくなり、実は、住みや

すい町になるのではないでしょうか。 
問題の本質は町内会加入率の低下にあることは承知しています

が、方策もないし、気概もないので、町内会の活動休止は現実的

であり、切実です。 

 
（回答） 
３について 
町内会組織は、任意団体でありますがコミュニティーの醸成や、

地震など災害時における自助・共助・公助に大きく影響するもの

であり、安全・安心なまちづくりにおいて、それぞれの役割が重

要と考えます。 
加入率が低下している事実は承知しております。非常に大きな

問題と認識しております。 
（※中標津町の特徴として、人口減にもかかわらず世帯数が増 
加しており、現状を維持しても加入率が低下していく現象も見 
られます。） 
 これまで、全町内会連合会役員会と町議会議員との懇談会や、

町長と「町内会のあり方について」懇談会を実施しております。 
 その中で、町内会のかかえる問題の共有、特に加入率の低下に

ついて、意見交換が行なわれ、町としてできる事はすぐにでも実

施していく事としております。 
それを踏まえ、従前の案内方法を見直し、役場戸籍住民窓口に

て転入者・転居者に「町内会加入案内チラシ」や「町内会加入連

絡票」の配布や町内会事務局への案内と、各町内会長のご理解を

頂き、会長名簿を町のホームページに掲載し、周知の充実を図っ

ております。 
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 また、現在、全町内会連合会では加入促進事業を展開しており

「カードの提示」をすることで、お店などから様々なサービスの

提供を受けられる制度として「町内会会員カード事業」を進めて

おり、この事業に対して町として補助金を交付し支援していると

ころであります。 
 町内会は、災害時の住民同士の助け合い、情報共有、イベント

や行事活動など有意義な活動が数多くあります。 
 更に、地域コミュニティの活性化、充実を図り防災力の向上の

ため防災備品整備の補助支援も行っております。 
 町としても、引続き全町内会連合会と協力・連携を図りながら

進めて参ります。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（南泉町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 

生活課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町内会役員の後継者がいない。そのため役員が長年固定化した

り、役員になっても活動に参加できない等の課題がある。 

 
(回答) 
町内会組織は、任意団体でありますがコミュニティーの醸成や、

地震など災害時における自助・共助・公助に大きく影響するもの

であり、安全・安心なまちづくりにおいて、それぞれの役割が重

要と考えます。 
多様化する現代社会では、地域の連帯感や人間関係が希薄にな

り、町内会の活動に無関心な世帯が増えてきたことも否定はでき

ません。 
 ご指摘の課題は、他の町内会も同様であると伺っています。 
 現在、全町内会連合会では加入促進事業を展開しています。町

としても少しでも加入者が増え、地域コミュニティーが活発にな

るよう、様々な支援をしているところです。 
 町内会は、災害時の住民同士の助け合い、情報共有、イベント

や行事活動など有意義な活動が数多くあります。 
 町としても、引き続き全町内会連合会と協力・連携を図りなが

ら進めて参ります。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（まこと町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 除雪に関して 
 除雪の雪が渡部さんの畑に積み上げられ、春先にも残ってしま

う。会館横の木を切って児童公園の方へ運んではどうでしょう。 

 
(回答) 
 一昨年までは児童公園へ除雪の雪を堆積していましたが、昨年

は町の除雪委託業者が渡部さんの許可を得て畑へ堆積したと聞

いております。 
なお、今冬からは一昨年までと同じように、児童公園へ除雪の

雪を堆積することといたします。 

 
 
２ 排水に関して 
 梅本さんの横道路に水が溜まるとの連絡があり、排水工事の

可、不可について説明願いたい。 

 
(回答) 
 宅地造成の図面や現地を確認したところ、ご意見のありました

箇所に水が溜まる原因としては、民有地から道路へ車両が出入り

するための出入口を設置する際に、道路管理者の許可を得ずに、

造成時に設置された素掘り側溝を埋めてしまったことで、道路上

の水を排水することができずに水が溜まると考えられます。 
 町では、厳しい財政状況の下、限られた予算の中での町道の維

持管理となっていることや、水が溜まることになった原因から、

排水工事の着手は困難な状況ですが、道路の穴凹等については、

現地の状況を確認しながら順次対応してまいりますので、ご理解

願います。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（緑町町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 

建設課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活課 

 

１ 意見 
 １の２０１町道緑町木工団地通りの舗装及び１の２００町道西

泉２７線通りの未舗装部分の舗装（埃の影響「大」） 

 
(回答) 
道路整備は各町内会から要望された２１４路線（約１２７ 

㎞）の中から４０路線（約１８㎞）を第７期中標津町道路整 
備５箇年計画（令和 1 年～令和５年）として計画的に整備を 
進めているところですが、現状としましては、令和 4 年度計 
画時点で４０路線の内、１７路線（約６㎞）の着手に留まっ 
ている状況です。（進捗率３３％） 
要望のありました路線につきましては、改めて次期の計画 

策定時に御意見を頂きながら検討して参りますが、このよう 
な状況から新規要望路線の着手は大変厳しい状況であること 
をご理解願います。 
なお、現計画路線となっている路線につきましては、早期着 

手に向けて取り組んで参りますのでご理解ご協力をお願いいた 
します。 

 
 
２ 課題 
 町内会維持の困難化 
 ①役員の成りて無し。（副会長２名のところ１名。１名欠状態） 
  ・数名に役員を打診するも良い返答得られず。 
  ・その他の役員もほぼ１名（副無し）の状態 
  ・総会にて役員の各組持ち回り案を出すも了承得られず。 

 
 ②共助の意識の希薄化（役員・組長等面倒） 

 
(回答) 
 町内会組織は、任意団体でありますがコミュニティーの醸成や、
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 管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震など災害時における自助・共助・公助に大きく影響するもの

であり、安全・安心なまちづくりにおいて、それぞれの役割が重

要と考えます。 
多様化する現代社会では、地域の連帯感や人間関係が希薄にな

り、町内会の活動に無関心な世帯が増えてきたことも否定はでき

ません。 
 ご指摘の課題は、他の町内会も同様であると伺っています。 
 現在、全町内会連合会では加入促進事業を展開しています。町

としても少しでも加入者が増え、地域コミュニティーが活発にな

るよう、様々な支援をしているところです。 
 町内会は、災害時の住民同士の助け合い、情報共有、イベント

や行事活動など有意義な活動が数多くあります。 
 町としても、引き続き全町内会連合会と協力・連携を図りなが

ら進めて参ります。 

 
 
 ③町内会に公園（遊具含む）１箇所も無い。魅力を感じない。 

   
※毎年会員の脱会有り（年々増加） 

   行く行くは、町内会解散も検討！ 

 
 
(回答) 
 近年、公園を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化による公

園利用者の減少、公園施設の老朽化が進行している中で、新たな

公園整備から、既存施設の有効活用の観点で更新、統廃合、施設

の長寿命化の方向にシフトしている状況です。 
 中標津町には３５か所の公園がありますが、厳しい財政状況の

下、限られた予算の中で老朽化した公園施設の更新等を少しずつ

進めております。 
 このような状況から、現在のところ新たに公園を設置、整備す

る計画はございませんので、ご理解願います。 
 また、公園以外の場所へ遊具等を設置する考えはございません

ので、合わせてご理解願います。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（開陽連合町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建設課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路関係 

 
 開陽地区におきましては、毎年申し上げて居りますように基幹

産業である酪農の環境が変わりました。TMR センターを中心と

し飼料栽培技術、飼育管理技術の向上、搾乳ロボット（５戸）の

導入により生産も向上しています。牛乳集荷、えさの集荷、配送、

除雪作業のより一層円滑化が求められます。 
 開陽地区においては町内でも道路舗装化率が低いように思いま

す。牛乳集荷全路線の町管理道路、舗装を要望します。 
 ①２６線（１４号～２１号まで継続） 
 ②２２線（８号～１１号まで） 
 ③１６号（２４線～２１線まで） 
 宜しくお願い致します。 

 
(回答) 
道路整備は各町内会から要望された２１４路線（約１２７ 

㎞）の中から４０路線（約１８㎞）を第７期中標津町道路整 
備５箇年計画（令和 1 年～令和５年）として計画的に整備を 
進めているところですが、現状としましては、令和 4 年度計 
画時点で４０路線の内、１７路線（約６㎞）の着手に留まっ 
ている状況です。（進捗率３３％） 
要望のありました路線につきましては、改めて次期の計画 

策定時に御意見を頂きながら検討して参りますが、このよう 
な状況から新規要望路線の着手は大変厳しい状況であること 
をご理解願います。 
なお、開陽２６線道路につきましては今後も継続的に整備を 

進めていくよう努めて参りますのでご理解ご協力をお願いいた 
します。 
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生活課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活関係 

 
 中標津町地域公共交通の見直しが行われていますが、郡部町営

バス運行に当たってですが利用者が少ないと思います。今後の高

齢化に伴い免許証返納を円滑に進むようタクシー会社との連携で

買い物、通院、庭先乗車出来ないでしょうか。宜しくお願い致し

ます。 

 
(回答) 
現在、本町の公共交通、バス路線に関して地域のニーズの合わ

ない運行、利用者の減、それに伴う行政の負担増等様々な問題を

抱えていることから「地域公共交通計画」の策定を進めていると

ころです。 
 この計画を元に、中標津町の実情に合わせた交通手段と、効率

的・効果的な運行を検討し取組みたいと考えております。 
 特に、ご指摘のあった高齢者の免許返納や交通弱者と言われる

方への対応、学生、通院、買い物への需要があります。 
 大型バスではなく、小型化した車両の導入やタクシーの活用等

も検討しております。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（第二俣落・西竹地区連合会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農林課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《継続事案》 
要望① 有害鳥獣の駆除 

 
カラス・野犬・キツネ・鶴・鹿等が集まる為に、家畜が危険にさ

らされ、また、畑の牧草を食い荒らし、生産物に大きな損害を出

している為。糞をして歩く為、衛生面でも問題がある。 
近年、野犬が増加しています。また、熊の出没が頻繁になってき

ており、何か事故が起こってからでは遅いので、出没した時点で

ハンターやパトロールの強化をお願いしたい。 
鶴の被害も多発しております。天然記念物の為駆除はできません

が、天然記念物がもたらす損害に対しての保障を道及び国に要請

していただきたい。 
キツネの駆除に対する報奨金を、鹿と同様に出してほしい。 
鹿等駆除を積極的に行っていただいておりますが、現状では鹿等

の増頭に追いついておらず、被害が年々拡大しています。場所に

よっては１００頭ほどの群れが生息しているなど、今まで以上の

対策を講じてほしい。 

 
(回答) 
カラス・キツネ・エゾシカは鳥獣被害防止計画に基づき、猟友

会に協力いただき、鳥獣被害対策実施隊を設置し駆除対応してお

ります。 
 カラス・キツネにつきましては、年間を通じ駆除対象として対

応しており、定期的に猟友会による駆除を実施しております。町

でもキツネ用の檻罠を貸出しておりますのでご相談下さい。さら

に農協を窓口として猟友会にて駆除も行っていますので、ご相談

願います。 
 野犬については、主に檻罠で捕獲を行っています。連絡をいた

だければ設置に伺いますのでご相談ください。野犬が人家や牛舎

の近くに頻繁に出没する場合、飼い犬や餌に誘引されている事例

も見受けられます。この場合繁殖し増える危険性がありますので、



16 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飼い犬に対し避妊手術や、ケージなどにより直接接触しないよう

に飼育管理を行っていただきますようお願いします。 
ヒグマの出没に関しましては、目撃情報があれば、猟友会と連

携しパトロールを行っています。目撃情報がありましたら、町、

警察、農協のいずれかに連絡いただければ対応いたしますのでよ

ろしくお願いします。また、畑の野菜等に被害を出すようなヒグ

マにつきましては檻罠を設置しますので連絡いただきますようお

願いします。 
 これらの野生鳥獣は過ごしやすい環境を求め、畜舎や堆肥舎に

も侵入することがあります。自衛策として餌となる生ゴミや飼料

等の管理について配慮をお願いします。また、病原菌の媒体とも

なりうるので農場内の衛生管理にもご留意願います。 
 鶴につきましては、保護鳥獣として捕獲が禁じられており、特

に丹頂鶴は道東にのみ生息する特別天然記念物として保護されて

おり、駆除の対象になっておりませんが、殺傷を伴わない追い払

いにつきましては可能ですので、道具などを使用し追い払いをし

たり、牛舎に侵入しないようにテグスや防鳥ネット等を設置する

などの自防対策をお願いします。なお対策例として環境省の北海

道地方環境事務所のページにリーフレットがありますので参考に

していただけたらと思います。 
 鶴による農業被害の補償につきましては、道や国に対し問い合

わせをしたところ、現状、補償に関する決まり等は無いとの事で

すが、追い払いや自防策の方法などについては、環境省釧路自然

環境事務所で相談に乗っていただけますので、お問い合わせいた

だきますようお願いします。 
キツネの駆除に対する報償につきましては、現在ございません。

農家から依頼があった場合、農協に対し駆除の許可を出しており

猟友会のハンターを通じ駆除を行っています。また、平成２９年

４月より農業者自身による事業敷地内での「はこワナ鳥獣捕獲」

について、狩猟免許が無くても許可を受けることができるように

なっています。 
 今後においては、農協や猟友会と連携しキツネによる被害状況

の実態把握に努め、有効な方法や対策を検討して参ります。 
エゾシカにつきましては、町による有害駆除は狩猟期が始まる

前の５月～１０月中旬までの約６ヶ月間を期間として銃器で駆除

しております。 
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管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理課 

 
 
 

 この間につきましては各駆除隊員の判断にて町内全域にて駆除

を行っていますので、エゾシカが集まるようなエリアがありまし

たら猟友会と相談して、付近で駆除を行っている実施隊員に対応

していただくように相談しますのでご連絡いただきますようお願

いします。 
 また、本年度より捕獲（駆除）計画頭数を８００頭から１,００

０頭に増加させ、さらなる駆除の促進を図っております。 

 
 
要望② 側溝・排水溝・排水管の掃除・排水溝の設置・管理の徹

底 

 
近年の集中豪雨により側溝や排水溝の詰まり等により、水の氾濫、

畑の水没及び泥水等が流入し牧草等の生産物に影響が出る為。 

 
(回答) 
 限られた予算の中で、町道（全体延長６２３．５km、うち未舗

装道路２４５．８km）の維持管理を行っておりますが、近年、大

雨の頻度の増加や強度の増大などの影響により、道路被害の発生

回数も増加傾向にあり、維持補修に大変苦労しているところです。 
 しかしながら、農業生産活動を安全に行うためには、道路の適

切な維持管理が重要となりますので、状況を確認し、道路及び道

路附属物の適切な維持補修を順次行ってまいりますので、ご理解

をお願いいたします。 

 
 
要望③ 農道・町道・道道の雑木の除去及び路肩の草刈り 

 
見通しの確保と停電や道路の冠水の被害を無くす為。 
観光道路にもなっているので、景観を守ってほしい。（フェンスの

下やポール周り等。） 

 
(回答) 
 郊外地域の路肩の草刈（今年度は機械草刈を年２回、人力草刈

（防雪柵・スノーポール周り）を年２回実施）及び雑木の除去に

つきましては、状況を確認し、適切な道路の維持管理に努めてま
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農林課 
教育委員会 

 
 
 
 
 
 
 

建設課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いりますので、ご理解願います。 
 道道につきましては、道路管理者である釧路建設管理部中標津

出張所へ伝えます。 

 
 
北村牧場と藤井牧場間の町有林（学校林）の木が道にせり出して

いて危険な為、伐採してほしい。 

 
（回答） 
 道路の南側は学校林として教育委員会が管理し、道路の北側は

町有林として農林課が管理しております。 
要望箇所につきましては、現地を確認し、今年度中に危険木の

伐採等の対応をしてまいりますので、ご理解願います。 

 
 
※未舗装道路の舗装化 

 
（回答） 
 道路整備は各町内会から要望された２１４路線（約１２７km）

の中から４０路線（約１８km）を第７期中標津町道路整備５箇年

計画（令和１年～令和５年）として計画的に整備を進めていると

ころですが、現状としましては、令和４年度計画時点で４０路線

のうち、１７路線（約６km）の着手に留まっている状況です。（進

捗率３３％） 
 要望のありました未舗装道路の舗装化につきましては、改めて

次期の計画策定時にご意見をいただきながら検討してまいります

が、このような状況から新規要望路線の着手は大変厳しい状況で

あることをご理解願います。 

 
 
要望④ 農道の整備、待避場の整備、砂利道路の砂利補給及び整

地と草刈り 

 
大雨の後等、道路整備をしていただいていますが、道路を削って

の整備が多い為、道路が掘れて、農地への取り付け道路に段差が

生じている。 
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管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

排水溝等がむき出しとなっており、パンクなどの危険性がある為。 
路肩が崩れている所が何箇所があり、危険を伴うので、早急な対

応をしてほしい。 
近年の大雨により、道路が流される、また、時期が収穫時期と重

なることが多く、早急な砂利補給、道路整備が必要な為。グレー

ダーの運転手の技術の向上 

 
(回答) 
 町道（全体延長６２３.５km、うち未舗装道路２４５.８km）

の路面整正は、直営のグレーダー２台で対応していますが、近年、

大雨の頻度の増加や強度の増大などにより、計画どおりに作業が

進まないことも多く、路面整正作業や砂利の補充に影響が出るな

ど、大変苦労しているところです。 
今後も路面状況を確認しながら、できる限り砂利の補充、グレ

ーダーによる路面整正、道路の維持補修を行ってまいりますので、

ご理解願います。 

 
 
待避場が侵食され、分かりづらくなっている為。待避場周辺の

草刈りをしてほしい。 
路肩の雑木を伐採していただいているのですが、伐採した枝や

木を撤去してほしい。現状は伐採したままになっているので、台

風など強風が吹いたとき、畑に枝が入ってしまっている為。 

 
（回答） 
 限られた予算の中での道路の維持管理（草刈や雑木の伐採）と

なっており、皆様の要望にお応えできず心苦しい限りでございま

すが、今後も適切な道路の維持管理に努めてまいりますので、ご

理解願います。 

 
 
要望⑤ 道の駅について 

 
再度要望。あるのと無いのとでは違うので、もう一度再考してい

ただきたい。 
近年、生産物の６次化に伴い、地域の特産品を販売し、中標津を
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経済振興課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 

アピールする場所が必要だと思われる為。 

 
(回答) 
 「道の駅」は、今から 30 年前の平成 3 年に実験的にスタート

し、当時は幹線道路沿いのコンビニも少なかったことから、24 時

間使えるトイレと地域の物産館などが併設された「道の駅」の人

気が高まり、令和 4 年 8 月現在では全国に 1,198 駅（北海道で 127
駅）が登録されているところですが、市町村などから管理費の補

填を受けなければ経営が困難なものも多く、町議会やこれまでい

ただいだ要望書にて回答させていただいたとおり、本町には幹線

道路沿いにコンビニや商業施設、飲食店などが充実しております

ことから、現在のところ町として「道の駅」を設置する考えはご

ざいません。 
 しかしながら、ご意見いただきました地域の特産品販売や中標

津をアピールする場面は本町としても重要と認識しておりますの

で、「道の駅」にこだわらず特産品販売や地域の情報発信機能を担

う機会や場所などについて検討を重ねてまいりたいと考えており

ますので、ご理解願います。 

 
 
要望⑥ 舗装道路の修復工事とスノーポールの設置 

 
杉本牧場前の取り付け道路の修復及び舗装道路の修復工事をお願

いしたい。３９線の戸田さんの坂道の段差を埋めてほしい。３９

線のスノーポールの補修及び設置をしてほしい。 
郡北橋の道路の修繕と段差の改善と、町道２８号の舗装道路の修

繕。※写真１ 

 
(回答) 
 限られた予算の中での道路の維持管理となっており、皆様の要

望にお応えできず心苦しい限りですが、緊急性の高い箇所から個

別に対応してまいりますので、ご理解願います。 
 スノーポールにつきましては、現地の状況を確認し、順次対応

してまいりますので、合わせてご理解願います。 
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経済振興課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要望⑦ 知床ナンバーについて 

 
知床ナンバーと釧路ナンバーの選択性にしてほしい 

 
(回答) 
 令和２年５月１１日より知床ナンバーの交付が開始され、知床

ナンバー対象地域（羅臼町・標津町・中標津町・別海町・斜里町・

小清水町・清里町）で新たに登録する自動車や、変更登録などに

よりナンバープレートの変更が生じる場合は、知床ナンバーが交

付されます。 
 自動車の登録やナンバープレートの交付については、国土交通

省運輸局が管轄しており、制度上、知床ナンバーと釧路ナンバー

は選択することは出来ませんので、ご理解願います。 

 
 
《新規事案》 
要望① ごみステーションの不法投棄について 

 
看板を設置してほしい。 
不法投棄されたゴミの処理の方法を検討していただきたい。現状

は連合会で処理料を負担している。 

 
 
(回答) 
ごみステーションにおける不法投棄につきましては、現地確認

をさせていただき、その状況に応じて不法投棄処理として、ごみ

の回収も実施しています。今後、不法投棄と思われるものが廃棄

されていた場合は、生活課環境衛生係までご連絡下さい。 
 なお、看板の設置ではありませんが、ごみステーションにラミ

ネート加工を施した注意文書の貼り付けを実施させて頂きます。 
 町の不法投棄対策としまして、警察との連携強化を行いながら

対応を進めておりますので、今後もご協力をお願い致します。 
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町立病院 
医事課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市住宅課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要望② 町立病院の自動精算機について 

 
精算機の増設。 

 
(回答) 
自動精算機を設置するために必要なネットワークおよび電源の

位置関係等から、２台分のスペースを確保するのが限界だったこ

とから、現状２台での運用となっております。 
今後、院内のネットワーク環境等に変更があった場合には、増

設について検討したいと考えておりますが、現時点で増設は難し

い状況となっております。 
ご不便をおかけして申し訳ありませんが、ご理解いただきます

ようお願いいたします。 

 
 
要望③ 太陽光発電の規制 

 
町の景観を守る為にも規制を設けていただきたい。 

 
(回答) 
太陽光発電施設が設置されることにより、地域の景観が著しく

阻害される他にも災害の発生や自然破壊など全国的な問題となっ

ている傍らで、国の 2050 年カーボンニュートラル実現に向けた

取り組みや、ＳＤＧｓの認知が進み、脱炭素社会の実現に向けた

再生可能エネルギーが推進する中で、太陽光発電は他の再生可能

エネルギーより設置が簡単ということもあり、気象条件と安価な

土地を求めてこの地域に標準が当てられ、今後益々需要が高まる

と予測されます。 
国策で推進されているものに対し規制を設けるためには、町民

の生命財産の保護、自然環境や景観、生活環境の保全と、一方で

経済活動という視点から財産権の侵害という懸念もあり町民全体

での議論と理解が必要です。立場が違う様々な見解の中でどうい

った規制が可能か、慎重かつ丁寧に対話を重ねていくことが重要

だと思われます。 
なお、太陽光発電施設の設置につきましては、平成 29 年（2017

年）に策定した「中標津町景観計画」において、景観形成基準を
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生活課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 

設けておりますが設置の規制まではしておりません。 

(https://www.nakashibetsu.jp/chousei/tosikeikaku/keikan/) 
この基準につきまして中標津町景観審議会におきまして、見直

しに向けた検討を予定しております。貴町内会も含めまして広く

ご意見を聴取していきたいと考えておりますので、ご理解のほど

宜しくお願いいたします。 

 
 
要望④ 防犯対策及び巡回パトロールの強化 

 
ゴミの不法投棄・燃料泥棒・リサイクル業者を名乗る外国人グル

ープへのパトロール及び防犯対策強化をしてほしい。農家が搾乳

など作業をしている朝・夕の時間帯にパトロールしてほしい。 
勝手に敷地内の私物を持ち出す被害が発生している。 

 
(回答) 
パトロールに関しては、警察の協力や地域の防犯部、中標津町

防犯協会に協力依頼をすることや、状況に応じた防犯対策強化が

有効と考えられます。 
一度現地確認をさせていただき、警察への通報も含め、協議を

させていただきたいと思います。ごみの関係は、環境衛生係が担

当しておりますので、併せて検討したいと思います。 

 
 
要望⑤ 車線指示灯の設置 

 
町道・道道に設置してほしい。近年、市街地から農家へ通勤する

牧場スタッフが多く、通勤及び帰宅時の安全確保の為設置を希望

します。 

 
(回答) 
 限られた予算の中での道路の維持管理となっており、皆様の要

望にお応えできず心苦しい限りですが、早急な対応は難しいと思

いますので、ご理解願います。 
道道につきましては、中標津町として地区連合会から地域の意

見や課題等が寄せられていることを、道路管理者である釧路建設
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管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 

管理部中標津出張所へ伝えます。 

 
 
要望⑥ 農道の除雪について 

 
除雪ルート及び除雪方法の再検討（予算決定前に各農事会と除雪

ルートを確認してほしい。） 
除雪業者の選定の流れの説明 
農道除雪にかかる費用 

 
（回答） 
除雪ルート及び除雪方法の検討につきましては、各農事会と個

別に対応することは難しいことから、地区連合会として要望を取

りまとめていただき、その後、地区連合会と協議してまいりたい

と考えておりますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 
除雪業者につきましては、基本的には変更はありませんが、業

者の事情でオペレーターが変更になることや、事業撤退により業

者が変更になることがあることから、その際には打合せや引き継

ぎを丹念に行ってまいりますので、ご理解願います。 
 農道除雪に掛かる費用につきましては、道路の種類に関係なく

町道の除雪委託料として一つの科目にまとめられておりますの

で、農道除雪に掛かる費用だけを算出することはできませんので、

ご理解願います。 

 
 
役場職員の対応に疑問（現地確認をしない。対応が遅く、悪い。） 

 
（回答） 
 この度は、ご不快な思いをさせて、申し訳ございませんでした。 
職員の現地確認の重要性に対する意識の欠如ならびに認識の甘さ

により十分な対応がなされておりませんでした。 
 管理課として重く受け止めており、改めて管理課内で周知徹底

したところであります。 
 以後このようなことがないように、現地確認の徹底、迅速な対

応に努めてまいります。 
今後とも道路行政へのご理解のほどよろしくお願いいたしま
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管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理課 

 

す。 

 
 
畑に砂利が多く入っているので、対応・対策をしていただきたい。

特に今年は畑に多くの砂利が入っていましたが、砂利拾いを行っ

た業者に掛かった費用はどのくらいだったのか。 

 
（回答） 
 初めの砂利拾いの対応につきましては、役場職員が一部業者の

手を借りながら対応しております。また、その後の降雨の影響に

よる砂利拾いの対応につきましては、役場職員が自前で行ってお

ります。 
業者に掛かった費用につきましては、同日に数か所の維持補修

を行っており一括請求となっているため、砂利拾いに掛かった費

用だけを算出することはできませんので、ご理解願います。 

 
 
除雪によりガードレールや道路が壊されている（ガードレールが

壊され、結果道路が決壊している。）写真２～４ 

 
(回答) 
限られた予算の中での道路の維持管理となっており、皆様の要

望にお応えできず心苦しい限りですが、現地の状況を確認し、緊

急性の高い箇所から順次対応してまいりますが、早急な対応は難

しいと思いますので、ご理解願います。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（俵中連合町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１９線と３号道路の十字路が非常に見通しが悪い。 
通学路でもある為改善を要望します。 

 
(回答) 
現地の状況を確認し、支障がある箇所につきましては、出来る

限りの対応をしてまいりますので、ご理解願います。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（上武佐町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 
 
 

管理課 
・ 

生活課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関係ないのかもしれないですが、上武佐バス停の冬の除雪大ま

かな所は上田組がしてるんですが、入り口してないので、利用者

が自分で除雪してるみたいなのですが又バス停の中の掃除も利用

者がほうきを持ってきて、掃除してるみたいなのですが、中標津

町は関係ないのでしょうか？ 

 
 (回答) 
上武佐バス停前の道路につきましては、北海道が管理する道路

（道道川北中標津線）でありますので、中標津町として町内会か

ら地域の意見や課題等が寄せられていることを、道路管理者であ

る釧路建設管理部中標津出張所へ伝えます。 
上武佐バス停につきましては、町有施設でありまして、阿寒バ

スと町有バスの「バス待合所」として使用しております。 
毎月１回のバス待合所内清掃と周辺の草刈り、簡易除雪をする

業務を委託しております。 
 月１回の頻度で、十分な管理が行き届かずご指摘のような形で

地域住民の方も維持管理をして頂いていることに感謝申し上げま

す。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（豊岡町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 

管理課 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

建設課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）舗装の段差の修理 
〇南６号の３７線から４０線の間 
〇３４線の南６号から８号の間 

 
(回答) 
 町では、厳しい財政状況の下、限られた予算の中での町道の維

持管理となっており、皆様の意見や要望に対して十分に対応する

ことができない状況ですが、現地の状況を確認し、緊急性の高い

箇所から個別に対応してまいりますので、ご理解願います。 

 
 
（２）未舗装道路の舗装 
〇３９線の南６号から国道２７２の間 
〇３３線の南６号から８号の間 
〇３７線の南６号から３５号の間 
〇南１０号の３５線から３４線の間 

 
(回答) 
道路整備は各町内会から要望された２１４路線（約１２７㎞）

の中から４０路線（約１８㎞）を第７期中標津町道路整備５箇年

計画（令和 1 年～令和５年）として計画的に整備を進めていると

ころですが、現状としましては、令和 4 年度計画時点で４０路線

の内、１７路線（約６㎞）の着手に留まっている状況です。（進捗

率３３％） 
要望のありました路線につきましては、改めて次期の計画策定

時に御意見を頂きながら検討して参りますが、このような状況か

ら新規要望路線の着手は大変厳しい状況であることをご理解願い

ます。 
なお、今回要望のありました路線のうち、３９線道路について

は計画には入っているものの、現在のところ着手には至っていな

い状況でありますが、今後も継続的に道路整備を進めていくよう
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生活課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理課 

 
 

努めて参りますのでご理解ご協力をお願いいたします。 

 
 
（３）「ポイ捨て禁止」の看板かノボリを立てて欲しい 

 
(回答) 
 看板、のぼり等につきましては、各町内会と協議し設置にあた

っての協力を得ながら実施しているところです。 
 なお、特にのぼりの設置につきましては、冬季間の管理につい

て町内会の協力が必要なこともあり、状況に応じて相談させて頂

きたいと思いますので、後日、生活課環境衛生係より、町内会へ

ご連絡をさせて頂きます。 

 
 
（４）道路脇の赤白ポールの破損、欠落箇所の点検修理をお願い

します。 

 
(回答) 
 現地の状況を確認し、限られた予算の中で、順次対応してまい

りますので、ご理解願います。 

 
 
（５）道路側溝の枝払い 
〇南６号沿い 
〇３４線沿い 
〇３７線沿い 

 
(回答) 
 現地の状況を確認し、支障がある箇所につきましては、対応し

てまいりますので、ご理解願います。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（協和町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建設課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６号道路の別海線までの舗装道路を補修したい。 
８号道路の補修をしたい。（舗装・砂利の補修） 
３０線道路を埃が立たないようにしたい。（再生材の投入など） 

 
(回答) 
 町では、厳しい財政状況の下、限られた予算の中での町道の維

持補修となっており、皆様の意見や要望に対して十分に対応する

ことができない状況ですが、現地の状況を確認し、緊急性の高い

箇所から個別に対応してまいりますので、ご理解願います。 
 また、再生合材での対応につきましては、原材料の入手が困難

でご要望にお応えすることができない状況となっておりますの

で、現地の状況を確認しながら維持補修等にて対応してまいりま

すので、ご理解願います。 

 
 
８号道路から中春別に行く２８線道路を舗装化したい。 

 
(回答) 
道路整備は各町内会から要望された２１４路線（約１２７ 

㎞）の中から４０路線（約１８㎞）を第７期中標津町道路整 
備５箇年計画（令和 1 年～令和５年）として計画的に整備を 
進めているところですが、現状としましては、令和 4 年度計 
画時点で４０路線の内、１７路線（約６㎞）の着手に留まっ 
ている状況です。（進捗率３３％） 
要望のありました路線につきましては、改めて次期の計画 

策定時に御意見を頂きながら検討して参りますが、このよう 
な状況から新規要望路線の着手は大変厳しい状況であること 
をご理解願います。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（東計根別町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建設課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
(回答) 
 道路整備は各町内会から要望された２１４路線（約１２７km）

の中から４０路線（約１８km）を第７期中標津町道路整備５箇年

計画（令和１年～令和５年）として計画的に整備を進めていると

ころですが、現状としましては、令和４年度計画時点で４０路線

のうち、１７路線（約６km）の着手に留まっている状況です。（進

捗率３３％） 
 要望のありました路線につきましては、改めて次期の計画策定

時にご意見をいただきながら検討してまいりますが、このような

状況から新規要望路線の着手は大変厳しい状況であることをご理

解願います。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（養老牛町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 

管理課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グレーダーのかけ方が悪い（上っ面しかやっていない）、ならし方

が悪い。 

 
(回答) 
 町道（全体延長６２３.５km、うち未舗装道路２４５.８km）

の路面整正は、直営のグレーダー２台で対応していますが、近年、

大雨の頻度の増加や強度の増大などにより、計画どおりに作業が

進まないことも多く、路面整正作業や砂利の補充に影響が出るな

ど、大変苦労しているところです。 
今後も路面状況を確認しながら、できる限り砂利の補充、グレ

ーダーによる路面整正を行ってまいりますので、ご理解願います。 

 
 
会館の屋根がひどい 

 
(回答) 
 養老牛地区の会館としては、養老牛へき地保健福祉館と旭新婦

人ホームがあります。 
 どちらの屋根を指しているのか判りかねますが、２ケ所とも現

地確認をさせていただきました。 
 屋根塗装について、予算の関係もありで難しい部分もございま

すが実施について検討中であります。 
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令和４年度 まちづくりに関する意見・地域の課題書 

 
（俵橋町内会） 

回答課 意見・地域の課題記入欄 

 
 
 

政策推進課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今の町に魅力はない！ 

 
(回答) 
 中標津町では令和３年度に今後１０年間の新たなまちづくり

の指針として「第７期中標津町総合計画」を策定しております。 
 この計画では町民アンケートによる意向調査や町民主体の会

議による意見交換により、まちの将来像を「空とみどりが人をつ

ないでいくまち中標津 ~住みたいまち 住み続けたいまち~」と定

めており、道東の空の玄関口である中標津空港を有する広域的な

拠点性をはじめ、酪農を中心とした１次産業、豊かな自然環境、

これらを活かしながら「町民」「団体」「企業」「行政」がつなが

ることにより、町の活気や支え合い、新たな価値の創造につなげ

「住みたいまち、住み続けたいまち」に向かっていくことを目指

す事としております。 
 また一方で、近年当町においても人口減少・少子高齢化が加速

しており、特に若者・女性の転出超過が多く、「若者・女性が住

み続けたい・戻ってきたいまちづくり」を進めることも重要であ

ると考えております。 
 ご指摘いただきました「町の魅力」につきましては、総合的な

まちづくりの視点や、人口減少・少子高齢化対策の視点において

も重要と考えておりますことから、上述した「第７期中標津町総

合計画」の推進や、若者・女性の転出超過対策に取り組み、魅力

的なまちづくりに努めてまいりたいと考えてございます。 

 
 
 
 
 
 
 

 


